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目　的

第 2次世界大戦後、生活環境の改善や医学の進歩に
より感染症が激減する一方で、がんや循環器疾患など
の生活習慣病が増加し、疾病構造は大きく変化してき
た。健康状態を示す包括的指標である「平均寿命」に
ついても我が国は、世界で高い水準を示している。こ
うした成果は、質の高い教育、経済水準、保健・医療
水準、生活習慣の改善に支えられて成し遂げられてき
た。世界的に大きな健康問題になっている「肥満」に
ついても、多くの国では 20 年間でその割合が著しく
増加しているが、日本では抑制されている。それは、
健康増進対策（健康日本 21）推進のたまものである
と思われるが、健康日本 21 の身体活動・運動の中に
は「身体活動や運動の健康に対する効果についての知
識は国民の間に普及しつつあるものの、運動を実際に
行っている者の割合は少ない」とある。社会人になる
と身体活動を実施することが難しくなり、実際に運動
を行っている者の割合が少なくなっている。そこで、
社会人になる前の大学生の実態を把握することが重要
である。現代社会は、生活の機械化や自動化が急激な
スピードで進み、日常生活でも身体活動量が減少して
いる 1 , 2 ）。体力は、思春期から青年期（大学時代）に
かけて一生のなかで最も発達するといわれている 3 . 4 ）。
運動を定期的に続けていればそのピークは大学時代を
通じて維持されるが、運動不足の状態が続けば大学生
であっても体力は低下していく。大学生の運動実施調
査によると、ほとんどの大学生が週に 1回の体育実技
が唯一身体活動の場であると述べている 5）。体力は運
動不足によって衰えたとしても、適切なトレーニング
を継続して行えばもとのレベルに戻るだけでなく、そ
れ以上に高めることができるという性質を持ってい
る。
そこで、本研究では体力の増進に注目し、運動と栄
養を専門的に学んでいる女子大学生を対象に教育現場

で行われている週に 1回 90 分間の体育実技が女子大
学生の体力づくりに、どの程度貢献しているか否かに
ついて新体力テストを実施し検討した。

方　法

1．被験者
被験者は、K女子大学に在籍する 18 ～ 21 歳の健康
な女子大学生で、1年生時にスポーツ実技を受講し、
2年生時に健康評価実習を受講した総数 81 名であっ
た。また 1年生時のスポーツ実技に関しては 1年間を
通しての受講者であった。

2．測　定
1 年生時においては、スポーツ実技授業時間中に身
長、体重、体脂肪率の形態測定と血圧、安静時心拍数
の心肺機能と握力、上体起こし、長座体前屈、反復横
とび、立ち幅跳びの体力診断測定および運動実施調査
等を実施した。また、2年生時においては、後期に健
康評価実習の授業時間中に 1年生時に実施した測定項
目と同様の項目について測定を実施した。体力診断測
定から総合評価と体力年齢を評価した。

（1）測定期間
測定は、2012 年度入学生と 2013 年度入学生を対象
に実施した。2012 年度入学生については、2012 年 4
月 17 日に前期の測定（1年前期測定時）を、2012 年
11 月 27 日に後期の測定（1年後期測定時）を、さら
に 2013 年 10 月 11 日と 10 月 16 日に 2 年生後期の測
定（2年後期測定時）を実施した。2013 年度入学生に
ついては、2013 年 4 月 16 日に前期の測定（1年前期
測定時）を、2013 年 12 月 3 日に後期の測定（1年後
期測定時）を、さらに 2014 年 10 月 17 日と 10 月 27
日に 2年生後期の測定（2年後期測定時）を実施した。
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（2）測定場所
形態測定および体力診断測定は、K女子大学運動生
理学実習室で実施した。運動実施調査等については、
測定にあたっての注意や説明の後にアンケート用紙に
記入させた。

3．分析方法
身体的特徴、心肺機能および体力診断測定の結果に
ついては、1年前期測定時、1年後期測定時と 2年後
期測定時の 3回についてデータ処理を行った。
測定により得られたデータは、コンピュータに入力
して市販の表計算ソフトによって測定項目別に統計処
理を行った。
統計処理の結果は、すべて平均値、標準偏差値、最
大値と最小値とで表した。平均値の有意差の検定には
Studentのテストを用い、有意水準は危険率 5%未満
（P＜ 0.05）とした。

結果と考察

1．2012 年度入学生の測定結果と考察
表 1に 2012 年度入学生を対象に 1年前期の測定結
果と 1年後期の測定結果および、2年後期の測定結果
について、身体的特徴、心肺機能および体力診断測定
の平均値、標準偏差値、最大値と最小値とを示した。
また、表 2には身体的特徴、心肺機能および体力診断
測定の大学生（18、19 歳）の全国平均値と標準偏差
値とを示した。
身体的特徴の身長については、1 年前期測定時
157.6±5.76cm、1年後期測定時 157.5±5.69cm、2年後
期測定時 157.5±5.74cmであり各測定間で差はなかっ
た。体重については、1年前期測定時 52.0±7.99kg、1
年後期測定時52.2±8.34kg、2年後期測定時51.4±9.22kg

であり 1年後期測定時が一番大きな値であり 2年後期
測定時が一番小さな値であった。体脂肪率については、
1 年前期測定時 24.1±3.87％、1 年後期測定時 24.9±

表 2　身体的特徴・心肺機能および体力測定の全国平均値（大学生）

身 長 体 重 収縮期
血圧

拡張期
血圧 心拍数 握 力 上体

起こし
長座
体前屈

反復
横跳び

立
幅跳び

（cm） （kg） （mmHg）（mmHg）（拍 /分） （kg） （回） （cm） （回） （cm）

18 歳
平　均　値 157.67 52.27 113 70 78.7 26.65 23.31 46.90 47.89 168.59
標準偏差値 5.66 7.80 4.89 6.14 10.01 7.33 23.94

19 歳
平　均　値 158.28 52.38 115 70 78.3 26.86 23.34 46.40 47.97 169.9
標準偏差値 5.47 7.05 4.83 6.32 10.17 6.59 22.95

表 1　本学学生の身体的特徴・心肺機能および体力測定値　（2012 年度入学生）

身 長 体 重 体脂
肪率

収縮期
血圧

拡張期
血圧 心拍数 握力右 握力左 上体

起こし
長座
体前屈

反復
横跳び

立
幅跳び

（cm） （kg） （％） （mmHg）（mmHg）（拍 /分）（kg） （kg） （回） （cm） （回） （cm）

1年
前期
測定

平　均　値 157.6 52.0 24.1 108.8 68.6 88.4 28.2 25.9 24.1 46.4 44.1 163.9
標準偏差値 5.76 7.99 3.87 10.97 7.41 14.71 4.00 3.89 4.74 9.19 4.65 31.65
最　大　値 169.0 88.0 38.0 140.0 85.0 118.0 36.0 36.6 34.0 64.5 53.0 240.0
最　小　値 143.0 39.6 15.4 90.0 55.0 45.0 18.9 16.9 14.0 23.5 33.0 110.0

1 年
後期
測定

平　均　値 157.5 52.2 24.9 104.3 64.7 81.7 27.3 25.1 24.3 46.9 45.2 162.1
標準偏差値 5.69 8.34 4.59 10.87 9.26 12.48 4.40 4.38 5.31 8.32 6.26 21.10
最　大　値 169.0 90.0 43.0 133.0 86.0 107.0 36.0 36.7 35.0 67.5 58.0 220.0
最　小　値 145.0 40.2 18.3 62.0 43.0 44.0 17.5 13.4 13.0 30.5 25.0 120.0

2 年
後期
測定

平　均　値 157.5 51.4 24.6 109.9 66.9 74.6 28.5 26.6 24.5 46.5 45.9 162.0
標準偏差値 5.74 9.22 4.31 14.40 9.82 9.98 4.67 4.19 5.21 6.95 6.24 22.39
最　大　値 169.6 93.0 34.8 148.0 99.0 97.0 40.0 38.0 35.0 61.0 58.0 200.0
最　小　値 143.0 39.2 14.7 84.0 47.0 55.0 17.8 19.6 12.0 31.5 21.0 100.0
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4.59％、2年後期測定時 24.6±4.31％であり 1年前期測
定時より1年後期測定時、2年後期測定時の方が0.8％、
0.5％大きな値を示していた。しかし、1年後期測定時
よりも 2年後期測定時の方が 0.3％ではあるが小さな
値を示していた。被験者が同一であることから、約 1
年間身体活動（スポーツ実技）を行っていない期間に
少しではあるが小さな値を示したということは、学生
が 2年生になってからも自主的に身体活動を行ってい
たのではないか、また、この学科の学生は運動や栄養
に関する知識レベルが高いため意識改革が行われ、こ
のような結果になったのではないかと考えられる。
心肺機能については、収縮期血圧で 1年前期測定時
10 8 . 8±1 0 . 9 7m m H g、1年後期測定時 10 4 . 3±

10.87mmHg、2年後期測定時 109.9±14.40mmHg、拡
張期血圧で 1 年前期測定時 68.6±7.41mmHg、1 年後
期測定時 64.7±9.26mmHg、2 年後期測定時 66.9±
9.82mmHgであり血圧に関しては各測定間で差はな
く正常な範囲内であり全国平均値 6）と大きな差はな
かった。安静時心拍数は 1 年前期測定時 88.4±14.71
拍 /分、1 年後期測定時 81.7±12.48 拍 /分、2 年後期
測定時 74.6±9.98 拍 /分であり測定ごとに小さな値に
なっていたが有意差はなかった。1年前期測定時から
1年後期測定時までは授業（スポーツ実技）の効果が、
その後の約 1年間は授業（スポーツ実技）を行ってい
ない期間に小さな値を示したということは、学生が 2
年生になってからも自主的に身体活動を行っていたの
ではないかと考えられる。
体力診断測定については、右手の握力で 1年前期測
定時 28.2±4.00kg、1 年後期測定時 27.3±4.40kg、2 年
後期測定時 28.5±4.67kgであり 2年後期測定時が一番
大きな値を示し、1年後期測定時が一番小さな値を示
していた。左手の握力で 1年前期測定時 25.9±3.89kg、
1 年後期測定時 25.1±4.38kg、2 年後期測定時 26.6±
4.19kgであり、右手の握力と同じ傾向であった。左
右の手の関係については、ほとんどの被験者が右利き
であるため、左手の握力より右手の握力の方が大きな
値を示したのは当然のことであると考えられる。また、
両手とも 1年前期測定時より 1年後期測定時の方が小
さな値を示し 2年後期測定時には向上していた。その
要因として考えられることは、今回の被験者は、以
前 7 , 8 , 9 , 10, 11）の測定と同様の学科の学生であり、高等
学校での運動経験者（高等学校時代の運動クラブ活動

経験者）が多かったため、高等学校でのトレーニング
効果が 1年前期測定時まで持続していたために大きな
値を示したが、1年後期測定時までは持続しなかった。
大学での週に 1回のスポーツ実技では筋力アップのト
レーニング頻度としては少なかった。しかし、2年後
期測定時に向上したのは学生の意識の向上ではないか
と考えられる。上体起こしは、1年前期測定時24.1±4.74
回、1 年後期測定時 24.3±5.31 回、2 年後期測定時
24.5±5.21 回であり各測定間で差はなかった。長座体
前屈は、1 年前期測定時 46.4±9.19cm、1 年後期測定
時 46.9±8.32cm、2 年後期測定時 46.5±6.95cmであり
各測定間で差はなかった。反復横跳びは、1年前期測
定時 44.1±4.65 回、1 年後期測定時 45.2±6.26 回、2 年
後期測定時 45.9±6.24 回であり測定ごとに少しではあ
るが大きな値になっていた。立ち幅跳びは、1年前期
測 定 時 163.9±31.65cm、1 年 後 期 測 定 時 162.1±
21.10cm、2 年後期測定時 162.0±22.39cmであり 1 年
前期測定時が一番大きな値を示しその後の測定時では
差はなかった。
すなわち、1年前期測定時と 1年後期測定時、2年
後期測定時を比べると、身体的特徴の身長はまったく
差はなく、体重と体脂肪率については 1年後期で一旦
増加したもののその後少しではあるが改善された、週
に 1回の運動効果が表れ脂肪量が減り筋肉量が増した
と考えられる。また、過去の報告 7 , 8 , 9 , 10, 11, 12, 13, 14）とも
同様の傾向であった。
体力面で、1年前期測定時より 1年後期測定時に良
い成績を示した測定項目は 3項目、悪い成績を示した
測定項目は 3項目であったが、いずれも大きな差では
なかった。また、1年後期測定時より 2年後期測定時
に良い成績を示した測定項目は長座体前屈以外全ての
項目であったが、さほど大きな差ではなかった。また、
全国平均値 6）と比べてみると各項目で様々であった
が大きな差はなかった。しかし、約半年間スポーツ実
技を受講したにもかかわらず、1年後期測定時の結果
が 1年前期測定時の結果とほぼ同じ、もしくは悪い値
を示していた。これは、1年前期の測定時期が 4月で
あったため高等学校時代の身体活動による効果が持続
していたのではないかと考えられる。また、週に 1回
行ったスポーツ実技では成績の向上はみられなかっ
た。
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2．2013 年度入学生の測定結果と考察
表 3に 2013 年度入学生を対象に 1年前期の測定結
果と 1年後期の測定結果および、2年後期の測定結果
について、身体的特徴、心肺機能および体力診断測定
の平均値、標準偏差値、最大値と最小値とを示した。
身体的特徴の身長については、1 年前期測定時
157.6±4.93cm、1年後期測定時 157.6±5.00cm、2年後
期測定時 157.7±5.03cmであり各測定間で差はなかっ
た。体重については、1年前期測定時 51.3±6.07kg、1
年後期測定時57.2±5.22kg、2年後期測定時51.1±5.77kg

であり 1年後期測定時が一番大きな値であり 2年後期
測定時が一番小さな値であった。この傾向は 2012 年
度入学生と同様であった。体脂肪率については、1年
前期測定時 24.6±3.70％、1年後期測定時 25.2±3.75％、
2 年後期測定時 26.5±4.44％であり 1 年前期測定時よ
り 1年後期測定時、2年後期測定時の方が 0.6％、1.9％
大きな値を示していた。1年間スポーツ実技を受講し
たにも関わらず体脂肪率が増え、2年後期の測定時で
はさらに増加しており、運動の効果はみられなかった。
心肺機能については、収縮期血圧で 1年前期測定時
105.5±13.29mmHg、1年後期測定時 105.0±12.78mmHg、
2 年後期測定時 106.7±12.31mmHg、拡張期血圧で 1
年前期測定時 64.3±10.28mmHg、1年後期測定時 66.0
±12.81mmHg、2年後期測定時 64.5±8.43mmHgであ
り、血圧に関しては各測定間で差はなく正常な範囲内
であり全国平均値 6）と大きな差はなかった。安静時
心拍数は 1年前期測定時 76.7±12.38 拍 /分、1年後期

測定時 71.7±9.55 拍 /分、2年後期測定時 73.5±8.57 拍
/分であり、1年前期測定時に大きな値であったがそ
れ以降の測定時では低い値になっていった。1年前期
測定時から 1年後期測定時までは授業（スポーツ実技）
の効果が、その後の約 1年間は授業（スポーツ実技）
を行っていない期間に 1年前期測定時よりは少しでは
あるが小さな値を示したということは、学生が 2年生
になってからも自主的に身体活動を行っていたのでは
ないかと考えられる。
体力診断測定については、右手の握力で 1年前期測
定時 26.9±3.76kg、1 年後期測定時 26.8±2.60kg、2 年
後期測定時 26.6±3.28kgであり各測定間で差はなかっ
た。左手の握力で 1 年前期測定時 24.6±3.78kg、1 年
後期測定時 24.9±2.60kg、2年後期測定時 25.4±3.55kg

であり測定ごとに少しではあるが大きな値を示してい
た。1年前期測定時から1年後期測定時までは授業（ス
ポーツ実技）の効果が、その後の約 1年間は授業（ス
ポーツ実技）を行っていない期間に少しではあるが大
きな値を示したということは、学生が 2年生になって
からも自主的に身体活動を行っていたのではないかと
考えられる。上体起こしは、1年前期測定時 21.8±6.77
回、1 年後期測定時 22.4±6.05 回、2 年後期測定時
22.5±6.51 回であり、1 年前期測定時が一番小さな値
を示し 2年後期測定時には一番大きな値を示した。長
座体前屈は、1 年前期測定時 47.8±9.49cm、1 年後期
測定時 47.4±11.32cm、2 年後期測定時 44.2±11.55cm

であり 1年前期測定時が一番大きな値を示し 2年後期

表 3　本学学生の身体的特徴・心肺機能および体力測定値　（2013 年度入学生）

身 長 体 重 体脂
肪率

収縮期
血圧

拡張期
血圧 心拍数 握力右 握力左 上体

起こし
長座
体前屈

反復
横跳び

立
幅跳び

（cm） （kg） （％） （mmHg）（mmHg）（拍 /分）（kg） （kg） （回） （cm） （回） （cm）

1年
前期
測定

平　均　値 157.6 51.3 24.6 105.5 64.3 76.7 26.9 24.6 21.8 47.8 44.6 163.1
標準偏差値 4.93 6.07 3.70 13.29 10.28 12.38 3.76 3.78 6.77 9.49 4.06 20.80
最　大　値 169.0 62.4 31.8 133.0 84.0 97.0 35.9 31.7 36.0 68.5 52.0 200.0
最　小　値 148.6 39.6 17.0 84.0 46.0 54.0 20.0 16.3 6.0 30.0 37.0 120.0

1 年
後期
測定

平　均　値 157.6 57.2 25.2 105.0 66.0 71.7 26.8 24.9 22.4 47.4 46.4 160.0
標準偏差値 5.00 5.22 3.75 12.78 12.81 9.55 2.60 2.60 6.05 11.32 4.01 21.91
最　大　値 169.0 59.9 32.0 132.0 109.0 89.0 31.9 29.6 33.0 68.5 52.0 190.0
最　小　値 148.6 41.1 17.6 87.0 44.0 54.0 21.5 20.7 8.0 24.5 37.0 126.0

2 年
後期
測定

平　均　値 157.7 51.1 26.5 106.7 64.5 73.5 26.6 25.4 22.5 44.2 47.5 162.9
標準偏差値 5.03 5.77 4.44 12.31 8.43 8.57 3.28 3.55 6.51 11.55 5.15 20.37
最　大　値 169.8 59.9 22.5 138.0 81.0 93.0 32.0 32.4 31.0 64.5 59.0 200.0
最　小　値 148.4 40.9 17.1 84.0 48.0 59.0 20.2 17.1 8.0 21.5 34.0 130.0
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測定時が一番小さな値を示し 3.6cmの差があったが
有意差はなかった。反復横跳びは、1 年前期測定時
44.6±4.06 回、1 年後期測定時 46.4±4.01 回、2 年後期
測定時 47.5±5.15 回であり測定するごとに大きな値に
なった。立ち幅跳びは、1 年前期測定時 163.1±
20.80cm、1年後期測定時 160.0±21.91cm、2年後期測
定時 162.9±20.37cmであり 1年前期測定時が一番大き
な値を示し 1年後期測定時が一番小さな値を示した。
すなわち、1年前期測定時と 1年後期測定時、2年
後期測定時を比べると、身体的特徴の身長は各測定間
で差はなかった。体重は 1年後期測定時に 1年前期測
定時の値よりも 5.9 ㎏大きな値になり、体脂肪率は測
定ごとに増加しており週に 1回の運動効果はみられな
かった。心肺機能の安静時心拍数は、測定ごとに変動
しているが週に 1回の運動効果はみられた。また、こ
の学科の学生は運動と栄養に関する知識レベルが高い
ため意識改革等により、体力の維持・向上に努めたも
のと考えられる。
体力面で、1年前期測定時より 1年後期測定時に良
い成績を示した測定項目は 3項目、悪い成績を示した
測定項目は 3項目であったが、いずれも大きな差では
なかった。また、1年後期測定時より 2年後期測定時
に良い成績を示した測定項目は右の握力と長座体前屈
以外全ての項目であったが、さほど大きな差ではな
かった。また、全国平均値 6）と比べてみると各項目
で様々であったが大きな差はなかった。しかし、約半
年間スポーツ実技を受講したにもかかわらず、1年後
期測定時の結果が 1年前期測定時の結果とほぼ同じ、
もしくは悪い値を示していた。これは、1年前期の測
定時期が 4月であったため高等学校時代の身体活動に
よる効果が持続していたのではないかと考えられる。
また、週に 1回行ったスポーツ実技では成績の向上は
みられなかった。これは、2012 年度入学生と同様の
傾向であった。

3．運動実施調査
2012 年度入学生の運動実施状況についてみてみる
と、スポーツ実技授業以外まったく運動を行なってい
ない者 35.7％、月に 1～ 3 回程度の者 37.5％、週に 1
～ 2 回程度の者 23.2％、週に 3～ 4 回程度の者 3.6％
であった。運動実施時間については、まったく運動を
行なっていない者 35.7％、30 分未満の者 30.4％、30

～ 60 分の者 21.4％、60 ～ 120 分の者 12.5％、120 分
以上の者 0％であり、運動実施状況と同じく 1年前・
後期、2年後期測定時共に同じ値であった。約 2/5 の
学生が授業以外まったく運動を行なっていないことに
なり、60 ～ 120 分以上運動を行なっている学生（ク
ラブ活動やサークル活動等で運動を定期的に行ってい
る者）は約 1/8 であることがわかった。体力年齢につ
いてみてみると、1 年前・後期測定時では全員が 17
～ 35 歳の範囲に入いっているが、2年後期測定時に
なると 55 ～ 59 歳代の体力年齢の者もいた。
2013 年度入学生の運動実施状況についてみてみる
と、スポーツ実技授業以外まったく運動を行なってい
ない者 40.0％、月に 1～ 3 回程度の者 16.0％、週に 1
～ 2回程度の者 28.0％、週に 3～ 4回程度の者 16.0％
であった。運動実施時間については、まったく運動を
行なっていない者 40.0％、30 分未満の者 32.0％、30
～ 60 分の者 4.0％、60 ～ 120 分の者 16.0％、120 分以
上の者 8.0％であり、運動実施状況と同じく 1年前・
後期、2年後期測定時共に同じ値であった。2/5 の学
生が授業以外まったく運動を行なっていないことにな
り、60 ～ 120 分以上運動を行なっている学生（クラ
ブ活動やサークル活動等で運動を定期的に行っている
者）は 1/4 であることがわかった。体力年齢について
みてみると、1年前・後期測定時では全員が 17 ～ 35
歳の範囲に入いっているが、2年後期測定時になると
70 歳代の体力年齢の者もいた。
今回の被験者は高等学校時代の運動クラブ活動経験
者が多く、また、運動や栄養に関する知識レベルの高
い学科の学生であることから、1年前期測定時にはす
でに大学のクラブ活動やサークル活動に参加している
学生が多かった。しかし、2年生になると授業やアル
バイトが忙しく時間のやり繰りが困難になりクラブ活
動やサークル活動に参加しにくくなったため、体力年
齢で年齢以上の体力レベルの学生が増加したのではな
いかと考えられる。
運動実施状況と運動実施時間の調査に関して、2012
年度、2013 年度入学生共に 1年前・後期・2年後期測
定時のデータが同じであった。これはあり得ないこと
であり、調査方法に問題があり、追跡調査が出来なかっ
た。今後改善していきたい。
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ま　と　め

体力は、大学時代に一生のなかで最も発達するとい
われている。しかし、運動不足の状態が続けば大学生
であっても体力は低下していく。そこで、本研究では
教育現場で行われている週に 1回の体育実技が女子大
学生の体力の維持・向上に、どの程度貢献しているか
否かについて検討した。
今回の測定結果についてまとめると、身体的特徴に
ついては 2012 年度入学生の体重は 2年後期測定時が
小さな値を示していた。体脂肪率は 1年前期測定時が
一番小さな値であった。2013 年度入学生の体重は 2
年後期測定時が小さな値であった。体脂肪率は 1年前
期測定時が一番小さな値であった。以上のことから、
体重は減少したが体脂肪率は減少しなかった。高校時
代のトレーニングにより増加した筋肉が減少し、脂肪
に変化したのではないかと考えられる。
安静時心拍数については、2012 年度入学生は測定
ごとに小さな値を示した。2013 年度入学生は 1年後
期測定時に一番小さな値になり 2年後期測定時には 1
年前期測定時よりかわ小さな値になっていた。これは
運動効果が表れたと考えられる。
体力面については、2012 年度入学生は、2013 年度
入学生よりも少しではあるが良い成績であった。2013
年度入学生は前回の報告 11）より良い成績であった。
全体的には、全国平均値と同様もしくは優れていた。
運動実施調査についてまとめると、2012 年度、

2013 年度入学生共に授業以外まったく運動を行なっ
ていない者が 1/8、1/4 いた。体力年齢では 1年前・後
期測定時で全員が 17 ～ 35 歳の範囲に入いっているも
のの 2年後期測定時になると 70 歳代の体力年齢の者
もいた。
週に 1回のスポーツ実技の運動効果が少しではある
が認められ、スポーツ実技を受講した方が良いが、過
去の運動経験や運動と栄養の知識レベルの差によって
測定結果に差が出ることも明らかになった。
今後データを蓄積して分析していきたい。
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